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皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
し
た
第
65

回
大
磯
西
行
祭
献
詠
俳
句
・
短
歌
の

各
部
門
の
入
選
作
品
が
決
定
し
ま
し

た
。

　
選
者
の
献
詠
さ
れ
た
句
・
歌
及
び

入
選
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
・
学
年
は
応
募
時
の
も
の
）

【
選
者
】

◎
献
詠
句

本
井　
英

と
き
の
け
の
日
々
の
中
な
る
円
位
の

忌今
村　
妙
子

円
位
忌
の
海
の
鼓
動
に
立
ち
尽
す

山
田　
真
砂
年

円
位
忌
の
闇
に
聞
え
て
波
の
音

松
尾　
隆
信

西
行
忌
東
へ
白
く
丸
き
雲

西
山　
睦

乗
り
捨
て
の
ま
ま
の
一
舟
西
行
忌

◎
献
詠
歌

柳　
宣
宏

岩
の
根
に
咲
き
て
木
の
根
に
咲
く
花

の
す
み
れ
を
た
ど
る
春
の
山
道

今
井　
恵
子

玄
関
に
忘
れ
て
来
た
る
ハ
ン
カ
チ
の

白
さ
に
新
宿
高
層
ビ
ル
は

花
山　
多
佳
子

く
ら
や
み
に
別
る
る
空
の
や
や
早
く

な
り
き
て
ほ
の
か
と
ほ
き
朝
焼
け

【
応
募
入
選
作
品
】

◎
献
詠
俳
句

〈
一
般
の
部
〉

　
応
募
総
数
３
２
６
句

第
一
位　
神
奈
川
県
横
浜
市�

�

大
坪　
正
美

寒
鯉
の
色
を
失
ふ
ま
で
沈
む

第
二
位　
中
郡
大
磯
町　

�

清
水　
和
子

ほ
ろ
ほ
ろ
と
古
巣
の
崩
れ
西
行
忌

第
三
位　
茨
城
県
守
谷
市　

�

狩
野　
勝
吉

き
の
ふ
よ
り
け
ふ
が
明
る
し
落
葉
道

第
四
位　
神
奈
川
県
平
塚
市　

�
瀧
谷　
弥
可

の
ほ
ほ
ん
と
の
ほ
ほ
ん
と
し
て
吊
し

柿〈
小
学
生
の
部
〉

　
応
募
総
数
２
１
２
句

第
一
位　
大
磯
町
立
国
府
小
学
校

�

近
藤　
姫
璃
奈

マ
ス
ク
す
る
え
が
お
失
う
か
な
し
い
な

第
二
位　
大
磯
町
立
国
府
小
学
校

�

菅
原　
希
咲

夜
の
空
さ
く
ら
が
空
に
ふ
っ
て
く
る

第
三
位　
大
磯
町
立
国
府
小
学
校

�

岡
部　
愛
未

墓
参
り
じ
い
ち
ゃ
ん
空
で
笑
っ
て
る

第
四
位　
大
磯
町
立
国
府
小
学
校

�

佐
藤　
汐
莉

新
学
期
マ
ス
ク
の
下
に
ド
キ
ド
キ
を

〈
中
学
生
の
部
〉

〈
中
学
生
の
部
〉

　
応
募
総
数
１
２
２
句

第
一
位　
大
磯
町
立
国
府
中
学
校

�

飯
島　
辰
徳

朝
練
が
楽
し
く
な
っ
た
冬
の
朝

第
二
位　
大
磯
町
立
大
磯
中
学
校

�

相
原　
颯

藍
色
に
染
ま
る
夏
空
麦
わ
ら
帽
子

第
三
位　
茨
城
県
立

　
　
　
　
並
木
中
等
教
育
学
校

�

會
澤　
紬

沈
黙
の
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
や
冬
の
星

第
四
位　
岩
沼
市
立
岩
沼
中
学
校

�

齋
藤　
蒼
空

暑
さ
と
い
う
記
憶
を
飛
ば
す
扇
風
機

〈
高
校
生
の
部
〉

　
応
募
総
数
61
句

第
一
位　
愛
知
県
立
幸
田
高
等
学
校

�

宇
野　
ひ
な
た

瓶
の
中
い
つ
か
の
き
み
の
桜
貝

第
二
位　

武
蔵
野
大
学
付
属
千
代
田
高
等
学
院

�
永
井　
蒼
太
朗

温
度
計
見
上
げ
る
冬
の
化
学
室

第
三
位　
愛
知
県
立
幸
田
高
等
学
校

�

難
波　
晴
菜

凍
蝶
を
解
か
す
観
光
客
の
声

第
四
位　

聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
英
智
高
等
学
校　

�

横
溝　
麻
志
穂

木
の
実
降
る
太
古
の
音
の
響
き
け
り

◎
献
詠
短
歌

〈
一
般
の
部
〉

　
応
募
総
数
１
６
７
首

第
一
位　
埼
玉
県
鴻
巣
市　

�

成
塚　
う
め
子

使
い
捨
て
マ
ス
ク
と
言
え
ど
一
日
の

わ
れ
の
丸
み
と
匂
い
ま
と
え
り

第
二
位　
茨
城
県
桜
川
市

�

中
原　
壱
朋

二
次
会
が
あ
る
か
な
い
か
を
言
い
な

が
ら
散
ら
ば
る
雲
に
心
惹
か
れ
る

第
三
位　
千
葉
県
我
孫
子
市

�

福
地　
公
子

ま
た
来
る
ね
墓
石
な
で
れ
ば
病
室
に

聞
き
な
れ
し
夫
の
も
う
帰
る
の
か

第
四
位　
東
京
都
板
橋
区

�

久
保　
親
二

怒
ら
れ
て
み
た
か
っ
た
な
と
顔
知
ら

ぬ
父
親
思
う
傘
寿
を
越
え
て

〈
小
・
中
学
生
の
部
〉

　
応
募
総
数
２
７
３
首

第
一
位　
桜
川
市
立
谷
貝
小
学
校

�

中
原　
侑
士

寝
こ
ろ
ん
で
雲
の
流
れ
を
見
て
い
る

と
ゆ
っ
く
り
地
球
は
自
転
し
て
い
る

第
二
位　
大
磯
町
立
国
府
小
学
校

�

高
橋　
美
音

秋
の
空
水
晶
の
青
に
ふ
と
思
う

「
ど
ん
な
と
き
で
も
空
っ
て
き
れ
い
」

第
三
位　
岩
沼
市
立
岩
沼
中
学
校

�

小
山　
明
桜

砂
浜
に
座
り
な
が
ら
眺
め
た
ら
水
平

線
が
と
て
も
き
れ
い
だ

第
四
位　
大
磯
町
立
国
府
中
学
校

�

佐
藤　
伶
磨

土
曜
日
の
雲
の
な
い
空
う
れ
し
く
て

元
気
が
で
る
な
さ
け
び
た
く
な
る
な

〈
高
校
生
の
部
〉

　
応
募
総
数
１
１
０
首

第
一
位　
茨
城
県
立

　
　
　
　
下
館
第
一
高
等
学
校

�

谷
口　
真
奈
美

隣
か
ら
聞
こ
え
る
君
の
テ
ノ
ー
ル
が

支
え
て
く
れ
る
私
の
ア
ル
ト

第
二
位　
茨
城
県
立

　
　
　
　
下
館
第
一
高
等
学
校

�

秋
田　
花
奈
瑠

幸
せ
な
よ
う
な
気
が
す
る
キ
ャ
ラ
メ
ル

コ
ー
ン
頬
張
り
君
を
忘
れ
ら
れ
れ
ば

第
三
位　
岐
阜
県
立

　
　
　
　
飛
騨
神
岡
高
等
学
校

�

井
上　
実
咲

赤
ト
ン
ボ
何
か
を
避
け
る
よ
う
に
と

ぶ
影
の
ゆ
ら
め
く
黄
昏
の
道

第
四
位　
愛
知
県
立

　
　
　
　
豊
橋
西
高
等
学
校

�

中
村　
颯
汰

臆
病
な
本
音
が
増
え
て
大
人
び
る
赤

信
号
の
長
い
交
差
点

問
産
業
観
光
課

　
☎
内
線
３
３
４

YouTube  URL
https://www.youtube.
comwatchv=WIRhI6k
CFck

講座の申込み・問合せ　鴫立庵　☎（61）6926　　　　　　　　定定員　費費用　持持ち物　
講座名 日　程 時　間 備　　考

連句勉強会 ５月１日（日） 10:00～正午 連句づくりを楽しもう！ ４期生募集中
講師：本井　英氏（鴫立庵主）　定15人　費2,000円（入庵料込）

手しごと庵 ５月12日（木） 13:00～16:00 吊るし飾りいろいろ
定８人　費1,200円（材料費・入庵料込）

語り部の会あこ ５月16日（月） 10:30～正午 あこが語る今昔物語「鎌倉殿の13人・大磯曽我物語③」
講師：武井　久江氏　定10人　費1,000円

伝筆（つてふで）
教室

５月22日（日）
５月23日（月） 10:30～正午

温かみのある文字が書けるようになる筆文字教室
講師：認定講師 わでん伝筆マスター 宮前　礼子氏　対象：中学生以上
定10人　費3,850円（材料費込）

写経 ５月23日（月） 13:30～15:30
心に穏やかな時を・・・
講師：佐々木義正氏（妙大寺住職）　
定10人　費1,200円（入庵料込）　持書道セット

花の会 ５月25日（水） 14:00～16:00
葉ものを使ったおしゃれなアレンジ
講師：府川　葉月氏　
定15人　費2,500円（入庵料込）　持はさみ、タオル、持ち帰り袋

座禅 ５月28日（土） 13:30～14:30 姿勢・呼吸・心を整えます
講師：豊田　素道氏（慶林寺住職）　定10人　費500円（入庵料込）

茶と遊ぶ ６月４日（土） 10:00～正午
ご自宅で楽しむアイスティのススメ ～作り方からアレンジまで～（紅茶編）
講師：髙野　幸代氏　定10人　
費各回2,000円（お茶数種とお菓子付・入庵料込）

鴫立庵だより
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（
評
）

　
季
題
は
「
寒
鯉
」。
寒
中
の
鯉
で
す
。

鯉
は
淡
水
魚
の
王
様
。
山
国
で
の
貴
重
な

蛋
白
源
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
泳
ぐ
姿

も
美
し
く
立
派
で
す
。「
鯉
の
瀧
上
り
」

な
ど
と
い
う
話
も
あ
り
、や
が
て
は
「
龍
」

に
な
る
と
い
っ
た
伝
説
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
「
鯉
」
も
一
年
で
一
番
寒
い
「
寒
中
」

は
さ
す
が
に
、
川
や
池
の
底
近
く
で
じ
っ

と
春
の
到
来
を
待
つ
ば
か
り
。
そ
の
様
子

を
人
々
は
「
寒
鯉
」
と
言
っ
て
い
と
し
み

ま
す
。
こ
の
句
は
「
寒
鯉
」
の
深
く
沈
む

様
子
を
「
色
を
失
う
ま
で
」
と
表
現
し
た

と
こ
ろ
に
、
何
色
と
も
言
え
な
い
が
、
本

来
の
色
と
も
異
な
る
こ
と
だ
け
は
判
る
と

い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
よ
く
で
て
い
ま

す
。

（
鴫
立
庵
庵
主
　
本
井
　
英
）

（
評
）

　
三
年
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
で
、
マ
ス
ク

の
着
用
は
欠
か
せ
な
く
な
り
ま
し
た
。
一

日
の
終
わ
り
に
、
マ
ス
ク
を
外
し
、
そ
の

ま
ま
捨
て
よ
う
と
し
て
、
ま
る
で
自
分
の

顔
の
一
部
が
そ
こ
に
あ
る
よ
う
に
感
じ
た

の
で
す
。
無
事
に
一
日
を
終
え
た
こ
と
を
、

マ
ス
ク
に
感
謝
す
る
気
持
ち
す
ら
感
じ
ま

す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
か
も

し
れ
な
い
不
安
な
日
常
を
送
り
な
が
ら
、

作
者
は
自
分
の
命
へ
の
愛
を
深
く
し
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
さ
さ
や
か
な
出
来
事
を

歌
い
な
が
ら
、
自
愛
の
心
が
紛
れ
も
あ
り

ま
せ
ん
。
　（

西
行
祭
選
者
　
柳
　
宣
宏
）

使
い
捨
て 

マ
ス
ク
と
言
え
ど 

一
日
の

　　　　われ
の
丸
み
と

　匂い
ま
と
え
り

　　　　埼
玉
県
鴻
巣
市

　成
塚

　うめ
子

寒
鯉
の

　色
を
失
ふ

　まで
沈
む

　　　　神
奈
川
県
横
浜
市

　大
坪

　正
美

問産業観光課　☎内線334

◆ 

今
月
の
俳
句 

１ 

◆

◇ 

今
月
の
短
歌 

１ 

◇
鴫立庵大使「えんいくん」
※俗名は佐藤義清（のりきよ）。
　出家して法号は円位、後に西行。

手しごと庵の
様子

花の会の様子

　鴫
立
庵
は
、
西
行
法
師
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
名

高
い
、
大
磯
鴫
立
沢
の
ほ
と
り
に
建
て
ら
れ
て
い

る
で
ご
ざ
る
。

　庵
内
に
は
、
鴫
立
庵
室
、
俳
諧
道
場
、
円
位
堂
、

法
虎
堂
、
観
音
堂
が
あ
り
、
八
十
以
上
も
の
石
造

物
が
安
置
さ
れ
て
い
る
で
ご
ざ
る
。

　京
都
の
落
柿
舎
、
滋
賀
の
無
名
庵
と
並
び
日
本

三
大
俳
諧
道
場
の
ひ
と
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
で
ご

ざ
る
よ
。

第
65
回
大
磯
西
行
祭
　
献
詠
俳
句
・
短
歌
入
選
作
決
定
!!


